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論 文 内 容 の 要 旨
本論文 は筆者が東北大学大学院入学以来継続 して行 って きた 中国史 の研究 の中か ら、 身分法
に関す る研究成果 を一書 にまとめた ものである。
戦後 のわが国 の中国史研 究は社 会経済史 を中心 に推進 されて きたが、近年それへの反省か ら
政治史や法制史 の研究 に力点が移 ってきている。筆者 は、社会経済史研究の抱え る課題 は、残
された史料 の性格か らして法制史 と結合 させて こそ有効 に解 決 しうるとの観点 に立ち、1970年
代半ばか ら宋代 を中心 に明清代 に及ぶ身分 法の研究 を行 ってきた。本論文 の特徴 は、時間軸 と
して宋代か ら清代 まで を一貫 して視 野に収めた点、身分法の 中国的特質を論 じた点、 身分法か
ら見た 中国社会の発展段階を提示 した点 にあろ うか と思 う。 本書が扱 う分 野は従来 部分 的 に他
の課題 との関連で論及 されてきたにすぎず、 それゆえ先述のよ うに宋か ら清 までを一貫 して論
じる必要が あったのであ り、 また制度史研究 に止ま らず 実態 の研究 を行 う必要もあったのであ
る。但 し扱った範囲は良賎制 に関す る部分 を除けば私 的な社 会関係の中に設定され た法 身分 に
限定 されてお り、また身分意識や 身分観 について も些 かの論 及 を行 っているにす ぎない。 その
意味で本論文は 「身分法」 の研究 であって 「身分」 ない しは全面的な 「身分 制」 の研究 ではな
い。
顧みれば、 中国の身分制 に関す る研究 は極めて手薄で あった。 因みに 「身分」 という語句 を
標題 に持つ研 究書 は二 ・三点 を数 えるのみで ある。 と りわ け宋代以 降を論 じたものは仁井 田陞
氏の良賎制に関す る制度史研究が あるにす ぎな い。本論文 は こうした研究 の空 白を埋め る とい
う意 図を持って執筆 され たもので ある。
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第 一章 は、宋元代 の奴碑、雇傭人、佃僕 ・地客 の法身分 とそ の階級的性格 を論 じた ものであ
る。 これまで の研究で は史料上 の 「奴碑」や 「佃僕」等 の用語 に引きず られ、それぞれの身分
的性格 を曖昧 に した まま階級 的性格が論 じ られて きた。 すなわち、史 料に 「奴嫁」 とあればそ
れ は奴脾身分 のもので あ り、 階級 的 には奴隷 である との認定が なされ る一方、 「奴碑」 とは人
の指示 に従 って労役 に服す者 とい う意味 にす ぎな いとの反論がなされてきた。本章 ではまず、
宋代 の良賎制 に検討 を加え、 漢代以来の良賎制は宋代 に到 って消滅 し、賎民 としては官奴碑 が
存在 した にすぎない こと、 しか も官奴碑 は官衙に繋属 されて民間には流出 して いなか った こと
を確認 した。法身分 としての奴嫁 とは反 逆縁坐(謀 反 ・大逆の罪を犯 した者 の親族)と 俘虜 を
原 因として発生 し、それ以外 の人身売買等 を原因 としては奴碑の身分 は発 生 しな い。 これ が法
理で あった。それゆえ 当時にあって、史料 上 に 「奴 碑」 等の賎称を もって表記 され る者 は法 身
分 として の奴碑 ではな く、 「奴碑」 とは奴脾 的境 遇下 に置 かれ て服役労働 に従事す る者 に対す
る社会的な称呼にすぎなか った。次 に宋代 には新 たに所 謂雇傭 人法が成立 したが、 この雇傭 人
法の対象 となったのは、 日雇 いや 月決 め等 の短期 間の雇傭 労働 者ではな く、主家 に長期 間隷属
して労働 を行 う服役労働者で あ り、史料 上の 「奴脾」や 「奴僕」 とは多 く雇傭人法 の対象 とな
る存在であった。彼 らの中にはまれ に人 身の賃貸借 という形式 を通 じて労働す る者が見 られた
が、圧倒的部分 は事実 上の人身売 買や債務へ の充 当、 さ らには人身の質入れ によ って服役労働
者 とな った者 であ り、多 くは家 内奴隷 的性格 を有 して いた。 さ らに、宋代史料 には 「佃僕」・
「地客」 と呼ば れる小作農が 出現す るが、 これ らは史料 上一般 に小作農 を指称す る佃客 ・佃戸
とどう異なるのかを検討 した。そ の結果、佃僕 ・地客 とは経済 的には地主 の土地 を小作す る小
作 農 とい う点で佃客 ・佃戸 と同一 の性格 を示す ものの、法 身分 として は雇傭人法が適用 され る
存在であ り、そ れは彼 らが本来人 身の売買や質入れ を通 じて 田主 に人 身が保有 され、人身 に対
する債務 を負 う存在 であったか らにほかな らなか った。雇傭 人身分 の者 のある者は家 内労働や
地 主直営地 の労働 に従事 し、 ある者は主家 によって 自立せ しめ られ小作農=佃 僕 ・地客 となっ
ていたのである。それ ゆえ、宋代 の小作農 は、 身分法 の観点か らすれば、地主 に対 して社会的
に 「主佃 の分」がある とされ法 的には佃客 法の対 象 とな る佃客 ・佃戸 と、社会的 に 「主僕の分」
がある とされ雇傭人法 の対象 とな る佃僕 ・地客 とによって構成 されて いた のである。
第二章 は、宋元代の小作人である 「佃客」(また 「佃戸」)の身分 を論 じた ものである。宋元
代 の佃戸 制をめ ぐる問題は戦後の社会経済史研究 の中心 的な論争点の一つであった。見解 の対
立 はその一端 を示せば、一方が、宋代の佃客は経済的 に地主 に隷属 し、それゆえ 「主僕の分」
ある もの として社会的法的 に隷属的地位 に置かれて いた と主張 したの に対 して、 他方は、地 主
と佃客 の関係は経済的関係で あ り、佃客 に対す る刑法上 の差別は佃客 の抗租(小 作料不払い闘
争)に 対す る反動立法で あると主張す るもので あった。本章では まず、地主 と佃客 との刑法上
の差別規 定が北 宋か ら南 宋へ、 さ らに元代へ とどう変 化 したか を検討 し、 従来 の研 究 とは異
なった変化 を見 いだ した。すなわち、北宋か ら南宋へ と地主 の佃客殴殺罪は一般 人に比べて一
等 か ら二等へ と軽減 の幅が拡大 したが、逆 に佃客 の地主 に対す る犯罪は、北宋代 に一等 を加 え
る とい う規定以 降、南宋代 には姦淫罪 に関 して二等 を加 えるという規定が見えるだけであ り、
また元代に到 って地主 の地位 は一層上昇 し佃客 の地位は一層地位低下 した とい う主張 には史料
解 釈の誤 りが あ り、主佃の法的格差が時代 とともに拡大 した という理解には根拠 がない ことを
明 らかに した。 この ことは佃客 の地主 に対す る法 的従属 は、佃客の抗租 に対 する弾圧をね らっ
た反動立法で ある という見解 を否定す るもの とな る。佃客 に対す る威嚇的効 果を持ったであろ
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う佃 客への刑罰の加重が認 め られな いか らで ある。 また本 章では単 に刑法 上の差別規定 の変化
のみな らず、そ うした差別規定が何 に基づいて形成 された のか という問題 を設定 し、 この差別
規定 の形成 には地主 と佃客 との間 に 「恩義」が存在す るとい う時人 の観念が基礎 にあった こと
を示 唆 してお いた(こ の点は次章で詳述 され る)。次 ぎに、仁井 田陞氏はかつて 中国史 にお け
る佃客 の社会 的な身分 的地位 の変化 を論 じて、宋代 にお け る 「主僕 の分」 か ら明代 におけ る
「長幼 の序」へ という身分上昇の図式を提起 したので あったが、本章では第一章の論点 を敷衛
しつつ佃僕 と佃客 の社会的 ・人格的な隷属 性 を論 じ、 同じく小作形態 をと りなが らも佃僕 には
「主僕 の分」が あるとされ、 佃客 には 「主佃の分」が あるとされてお り、 この違 いは隷属性の
強弱 のみな らず 前者 には雇傭 人法 が適用 され後 者 には佃客法が適用 され るとい う違 い に基づ く
こと、明代の 「長幼の序」 という身分差 は 「郷飲 酒礼」 におけ る年齢秩序に 「主佃 の分」 とい
う身分差が加味された ものにす ぎず、 いか なる人間関係 も 「郷飲酒 礼」 の場にあっては 「長幼
の序」 とい う形を取 らざるをえな い ことか ら、地 主 と佃客 の身分関係の変化 を論 じる材料 とし
ては不 適当である ことを論 じた。 さ らに、宋代 の佃客 に移転 の 自由があったか否か とい う論争
点 に関 して、 小作農 の階層差 に注 目すべ き こと、移転(居 住 地の変更)と 退佃(小 作関係の解
消)を 区別 して論ずべ きことに注意 を喚起 し、北宋代 の浮客 とは住居 はお ろか生産 手段 の一切
を地主 に依存す る不安定な農業労働者で あ り、彼 らは地 主の同意 の下 ではじめて移転 できた こ
と、 「主佃 の分」 ある佃客 には移転 ・退佃 の 自由があ り、 「主僕の分」 あ る佃僕 ・地客 は人身に
債務 を負 う存在 である ことか ら債務の清算な くして は移転 ・退佃 の 自由を持たなか った ことを
論 じた。
第三章 は、私 的な社会関係 に身分差 を設 ける観念的根拠 を扱 った。お よそ君主 と臣下、 良民
と賎民、官僚 と庶民 とは秦 漢以降の中国史 を貫 く公的な社会関係 の基軸 をなす もので あ り、 こ
れ らは国家 の制度 として公的 に設定され た身分差 を表現 して いる。一方、 中国史 と りわ け宋代
以降の 中国社会では、先 に見 たように雇傭 人(明 代以降は雇工人)や 佃客の法身分が存在す る。
そ こで本章では、雇主 一雇傭 人、地 主一佃客 とい った私的な社会関係 の中に法的な格差 を設 け
る根拠は何か、 とい う問題 を考察 した。史料 の語 る ところを率直 に見れば、 中国史 にお いては
階級関係や経済関係が一義 的に身分 関係 を規定 していたのではな く、身分関係が経済関係 を規
定する場合 もあれば、両者 が全 く関わ りを持 たない場 合 も少な くない。 それ な らば、当時の 中
国人 にとって私 的な社会 関係 の中に法的社会 的な格差 を設定する根 拠は何 であったのであ ろう
か。 この問題 に対 して本章が与 えた答は 「恩義」 であった。 中国史 においても最 も基 本的で普
遍的な私 的社 会関係 とされ ていた のは家族 ・親族 の関係 であった。家族 と親族 の間には服 制(喪
に服す 関係)と 尊卑 ・長幼(世 代 と年齢 の差)に 応 じて法 的な格差(例 えば 同一犯 罪に関す る
刑罰の加 重 と軽減)が 設 け られて いたが、そ う した格 差を もた らす根 拠は家族 ・親族 における
恩 義の深浅で あった。親 と子 にお ける恩義 はもっ とも深 い もの と考 え られ、それ ゆえ子 の親 に
対 する犯罪は厳 罰をもって処せ られ る。親族関係が疎遠 になれば恩 義は次第 に浅 くな り、刑 罰
の格差 も縮小す る。 この家族 ・親族 にお ける恩義 の関係 を中核 的基礎 として、そ の同心 円上に
宋代の雇傭 人 と佃客が配置 され、明清代 の奴碑 と雇工 人 とが置 かれ ていた。すなわ ち、 宋代 の
雇傭 人や佃客 が刑法上従属的地位 に置かれて いた のは、彼 らが雇主や地主か ら恩義 を受 けて い
る と考 え られ ていたか らにほかな らない。この ことは逆 に言 えば、当時 の中国社会 にお いて は、
私 的な社会関係 を法的社会的な身分差 と捉 える論理 として、恩義以外 の基準 を持たなか ったと
い うことでもある。但 し、恩義の存在 が直ち に社会的法的な差別 として結果す るので はな い。
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そ こには各王朝がいかなる支配理念 を有 していたか によって相 違が生 じて くる。例 えば、唐や
明は良民間の階層分化 を阻止す る とい う支配理念 か ら、地主 と佃客 との間 に法的格差 を設 けな
か ったが、宋は実態に即 した秩序 を構成す る とい う理念の下に佃客法 を成立せ しめた ので あっ
た。
第四章は、第一に宋代に良賎制が消滅 した という第一 章の論点 を再確認 し、第二 に従来賎民
と見なされてきた雑人、雑戸、雑類 と呼ばれ る人 々の身分的性格 を再検討 した ものであ る。宋
代の代表 的な法 制史料 には 良賎や主僕 に関す る法規定が認め られず、 また裁判の判決文な どに
も良賎 ・主僕 に関わ るものが存在 しな い。 これは唐代や続 く元 ・明 ・清代 と比較すれば 、宋代
史料 の際だった特色 といってよい ものであ る。 また時人 の記述 にも宋代には良賎制は消滅 した
との証言が 少な くない。宋代 に良賎制 が消滅 した のは、唐 宋 の間に国家 の支 配理念 の転換 が
あったか らで ある(こ れ については第六 章で詳 し く論 じる)。次 に雑人 ・雑類 ・雑戸 とは士農
工商以外 の雑多な職業 に従事する人々 を意味 し、彼 らは社会的 に賎視 され てはいたが、 先述の
ように宋代 には 良賎制が消滅 していたがゆえ に賎民ではなかった。良賎制の消滅 は、賎 業従事
者 の存在 を社会の表面 に浮かび上が らせ、 彼 らをあたか も賎 民であるかのご とく時 人に記述 さ
せた ので あった。また雑戸 とは、 特 に官妓 を指 して用い られる称呼であった。官妓 は特別 の戸
籍=妓 籍 に付籍 されていた ことか ら、そ こか ら一般の戸 籍に移す ことを 「出籍」や 「従 良」 と
称 し、あたか も賎民か ら解放 され るよ うな印象 を与えているが、それ は唐朝以前 の賎民解放 と
のアナ ロジーにすぎない。官妓 の出 自にはい くつかのル ー トがあったが、三 人以 上 と姦淫罪 を
犯 した婦人は身分刑 として雑戸 ・=官妓 にされ る こともあった。
第五章は、 宋代 の 「士 人」 につ いてそ の身分 的性格 を論 じた もので ある。士人 とは本来儒学
の教養を持つ知識 人を意 味 したが、科挙制 と学校 制度 の整備 に伴 い、宋代 と りわ け北宋末以降
は、 同 じく知識 人で あ りなが ら官僚 身分 をもつ ものは士大夫 と呼ばれ、未だ官僚身分 を持たな
い者は士人 と呼ぶ とい う区別が行われて いた。 これ は以後 明清時代へ と継続 して ゆ く区別で あ
る。 本章では以 上の確認 を行 った後、士人 の刑法 上、役法 上の特権、社会 的な地位 につ いて検
討を加 え、 いずれ の側面か ら見て も、士人は士大夫 に次 ぎ庶 民の上 に立つ存在であ った ことを
論 じた。 北宋中期以 降全国的 に州県学が設置 され、新法党政権下で三舎法が行われ るに到 って
挙士 の機 関た る学校 は次第 に取士 の機関へ と変化 して いったが、それはやがて太学や州県 学の
生員が官僚 に次 ぐ身分 を持つ もの との意識 を社会的 に醸成 し定着 させ る結果 となった。一旦廃
止 されて いた三舎法 を復活 した徽宗朝 には 生員 に対す る役法 上の優免規 定が集 中的 に規 定 さ
れ、例 えば上舎上等生が官戸 と同等の優 免が与 え られて いる のは、国家体 制上における生員の
身分 的地位 の高さを反映 して いる。一時 中断 していた科 挙は宣和三年(1121)に復活 す るが、
解試 に合格 した挙人は宋代 を通 じて差役が免除 され、刑法上 も官戸 に次 ぐ優 免が与え られてい
た。宋代 の挙人は科挙の階梯か らすれば 通説の ごとくに明制 とは異なって一時的な資 格にすぎ
なか ったが、法的社会的 には明制 と同じく固定化 した終身身分だったのである。以 上のよ うな
生員や挙人は宋代に成立 した社 会的階層 としての無官の読書人層の中核 をなす存在で あ り、彼
らは在野 の読書人 とともに士たる ことの 自覚 に基づき、現職官僚や退職 ・帰休 の官僚 と協 力 し
郷里社会 の当面す る諸課題の解 決 に尽力 して いたが、他方では 自らの身分的地位 を利 用 して州
県行政 に関与 し、郷民 に重大 な被 害 を与えて もいた。 これは士人の郷里社会 にお ける身分 的地
位 によって もた らされたメダルの両面の ごとき正 と負の側 面である。
第六章は、唐宋変革期 と呼ば れ、 中国史 の一大転換点 であった唐か ら宋へ の社会変化 を身分
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制 の視点か ら論 じたもので ある。漢唐の良賎制が どのような意 味を持 って いたか、宋代 に何故
それが消滅 したのか、消滅の結果宋代 には どの ような事態が生 じた のか といった点 に関 して、
唐代 の部 曲 ・客女 と宋代 の人 力 ・女 子 を素材 に理論 的に総括 した のが本章で あ る。唐代 の部
曲 ・客女(以 下部曲で代表する)に 関する研 究はおびただ しい量 に達 して いるが、その ほとん
どは、唐代社会 に一定 の構 成的比重 をもって部曲な るものな い しは唐律上 に部曲 と表現 され る
隷属的労働者が存在 し、彼 らの存在 形態や彼 らの取 り結ぶ社会関係が一定程度実態 に即 した形
で法律上 に反映 して いた とい う前提に立 つ ものであった。本章では こうした思考 方法を 「帰納
的反映論」 と呼ぶ。本章の立場は 「帰納 的反映論」 と対称すれば 「演繹的設定論」 とで も呼ぶ
べ きもので、唐代の部曲の法 身分 は、現実 に存在 した私 的隷属民の隷属性が法制上 に反映 した
ものではな く、唐王朝の支配理 念のあ り方か ら演 繹的 に設定 され成立 した と理解す るものであ
る。 唐律 による限 り、部曲 とは解放 され た私奴 碑が依 然 として主人の下に留め置 かれた ときに
与え られ る身分呼称である。で は一旦解放 され なが ら主人の下 に留め置 かれる とい うことが、
なぜ 部曲 とい う賎 民身分 をもた らす のか。部 曲 とは、 良民や奴碑 と同 じく国家によってその身
分的地位が設 定された ところの国家 的身分で あった。 国家的身分 とは、単に国家の法令によっ
てその身分的地位 が規 定された 身分 を指す ものではな く、 国家の制度、 法令、政策 な どを深奥
で規 定づけた支配 理念に基 づいて演繹 的に設定 された身分 を意味する。 部曲身分 が国家的身分
である とい うことは、現実 に部 曲が取 り結ぶ社会 関係や彼 らの存在 形態 が法 制上に反 映 して成
立 した身分ではない とい うこと、 あるいは個別 的で具体 的な主人 と部曲 との関係 は部 曲身分に
何 らの影 響も及ぼ さないということを意味す る。 ではなぜ 一旦解放 され なが ら主 人の下に留め
置かれた ものは良民であって はな らな いのか。 なぜ彼 らに部曲 とい う賎 民の身分 が与 え られる
のか。 それ は唐朝 の支配理念が、皇帝 と直接 的関係 にあるものが良民であ り、 良民を介 して皇
帝 と間接的な関係 にあるものは賎民で あるとい う建前 を持 っていたか らにほかな らない。 この
理念 の下 では良民が 良民 を隷属 させ ることは禁 じられ、 良民が合法 的に隷属せ しめる ことがで
きるのは賎 民に限 られて いる。唐朝 の政策基調 もまた当然 の ことに良民を確保す る ことにあっ
た。官賎 民が官衙 を介 して皇帝 と間接的な位置 に置かれて いるように、部 曲もまた主人(良 民)
を介 して皇帝 と間接 的な位置 に置かれてお り、それ ゆえ部 曲は一旦解放 されて も賎 民身分 が与
え られ ているので ある。宋代 に到 るとこうした唐朝的支配理念 は完全 に放棄 された。宋代 には
良民を確保す る ことで はな く担税戸 を確保す る こと、現実 に存在す る社会 関係 に適合 的な身分
秩序 を構成す るという方向へ と支配理念が転換 した。それ ゆえ良民 の下 に良民が隷属す る こと
に何 の妨げ もな くな り、そ の結果、良賎制はそ の意味 を失 い、代わ って 良民が 良民 を隷属せ し
む る形態で ある雇傭人(人 力 ・女使)や 佃客 の存在が合法化 された ので あった。宋代 に部 曲身
分が消滅す る本質 的な理 由もまた この支配理念 の転換 にあったので ある。
第七章 は、 明代 の奴女卑と義子孫 ・雇工人の身分的性格 につ いて論 じた もので ある。宋代 に消
滅 した良賎制 は元代 に復活 し明代 にも承け継がれたが、 明代 の良賎制 は漢唐 のそれ とは大 き く
性格 を異 に して いた。 また奴碑の保有 に関 して も厳 しい制約が加 え られて いた。明朝が こう し
た奴碑 制を何 の 目的で創設 しどう維持 しよ うと した のか、 また宋元以来 の雇傭人法 を承 け継 い
だ雇工 人律 とはどのような ものであったのか、そ の運用 の実態 はどうで あったのか といった 問
題 を検討 した のが本章で ある。明代 には庶民は奴碑 を保有 して はな らな いという法が設 け られ
て いた。そ の意味す るところは、庶民が法身分 としての奴碑 を保有す ることを禁 じた ものでは
な く、そ こには 「奴女卑」=無 期的な他人の労働力 を庶民が保有す ることによって生 じる庶民 の
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階層分化 の進展を阻止 しようという意 図が込 め られて いた。一方奴碑 の保有主体 としては功 臣
(公・侯 ・伯の爵位 を持 つ者)の みが予定 されてお り、官僚層 に関す る規定は存在 しなか った。
したがって、 明中期以 降急激 に進展 した官僚層か ら庶民層 に到 る有期的 ・無期的な他 人の労働
力の保有 とい う現実 にどう対処す るのか、それ ら隷属的な労働者 をどう身分規定す るか とい う
課題を明朝は抱 え込む ことにな った ので あった。 まず無期的な服役労働者=史 料上の 「奴碑」
について言えば、 明朝 は官僚層で あれ庶民層で あれ彼 らが保有す る労働者は法律上の奴碑 とし
ては扱わ ない という立場 を一貫 して保 って いた。 したが って こうした無期 的な服 役労働 者は犯
罪があれば雇工 人として扱われていた。次 に同じく無期的な服役労働者であ りなが ら義子孫 と
い う法形 式を持 つ者 につ いては、弘治年間 よ り恩義 の軽重や犯罪 の種類によって科 刑に差 を設
ける とい う考 え方が現れて くるが、多 くの場合は雇工人 として扱われていた。 さらに明律 の雇
工人律が 予定 して いたで あろう所謂雇傭労働者の身分認定 にはかな りの不 統一 と混乱 とが見 ら
れた。そ の根本 的な原 因は雇工人律が現実 の雇傭労働者 に密着 固定 した ものではな く、 単な る
法律上の概念、刑罰 の軽重 を示す尺度で しかなか ったか らで ある。それゆえ雇工人律の対象 に
は無期 的な服役労働者が あ り、義子孫が含 まれ、長工が あ り、時 には短工す ら含 まれる場合が
あったのである。雇工人律の こうした性格は、何 をもって雇工人 とす るか とい う問題 を絶えず
提起す る ことにな る。そ して この問題は清朝へ と持ち越 された ので あった。
第八章 は、 明末か ら清初 にかけて の一連 の雇工人律 と奴碑規定 の変化 を検討 し、清代 にはそ
れ までの千数 百年 にわ たる伝統的な奴碑制 とは異な る新たな奴碑規定が創設 された こと、雇工
人 とは何か という明代以来の問題 に最終的な決着がつ け られた ことを論 じた ものである。 また
明末以降 の奴碑 ・雇工 人律 の改修 過程は、奴隷制 の一定 の解体過程 あるいは身分的隷属 性 を持
つ労働者 の解放過程 で あった と評価 されて きた もので あるが、 本章で はそ うした評 価 を否定
し、 この改修過程は単 なる技術的な変化 に過 ぎなか った こと、 さ らにこの改修過程は何 らか の
質 的変化 を伴 うものでなかった ことか ら、身分法 の歴史か ら見れば再編過程 と呼ぶのが適 当で
ある ことも論 じた。明末か ら清代 にかけて律への条例 の付加 という形で雇工人規定の改修が行
われた。 すなわち、雇 工人条例 は萬暦 一六年(1588)、乾隆二四年(1759)、乾隆三二年、乾隆
五三年、嘉慶六年(1801)、宣統二年(1910)の六次 に及んだが、わが国は もとよ り中国 にお い
て も、 この幾度 かにわたる改修 過程一 とりわけ萬暦一六年条例 か ら乾隆五 三年条例 まで一
をめ ぐる研究 は、 この改修過程の 中に歴史的発展、すなわち服役労働者の凡人(一 般人)へ の
身分的上昇を見 い出そ うとの意欲 に貫かれて きた といって よい。 しか し本章 におけ る検 討 によ
れば、 この過程 は様 々な原 因によ って構成 された私的隷属民 の法 身分 を、実態 に即 して整序 し
細分規定 して ゆ く技術 的な改修 にす ぎなか った。すなわ ち、明代 に雇工人 と義子孫 とい う法形
式で把握 されて いた私 的隷属民の一部は、萬暦一六年 の新題例 にお ける 「財買の義男」 に関す
る規定を経過点 として、清代 雍正五 年(1727)には新たな奴碑身分 として分離 ・再編 され、そ
の反面 として義子孫 と雇工人の 中か ら奴碑的性格 を帯 びた部分が分離 され、両者の法身分が対
象 とす る範囲はよ り狭 く限定 され ることとな った。 こう した限定 とともに、本来雇工人身分が
相対的基 準に基 づいて帰納的 に定立 された もので あった ことか ら、 どのよ うな基準 の設定が雇
傭労働 者の実態 に適合 的で あるかが模索 され、そ の模 索の過程 が萬暦一六年以降 の雇工人 身分
の改修 として表現 され たので あった。 したが ってそれ は技術 的改革 の域 を出な いものであ り、
雇傭労働 者の身分解放 を この過程 の中に見 い出す ことは極 めて 困難で ある。雍正五年 に創設 さ
れた新たな奴碑身分 は、伝統 的奴碑 とは異 なって 相対 的基準 に基づいて帰納的 に定め られ たも
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ので あった。すなわち、清朝は人身売買や債務 に充 当された者 をい くつかの条件を付 して新た
な奴碑 身分 として編成 したのであ り、それ ゆえ この時期 を奴隷制の解 体や変質期 と見なす こと
は現実の歴史過程 と齪齪す る。以 上のような奴碑 ・雇工 人身分の改修 過程 は、法 的身分体 系の
質的変化 を示す ものではない ことか ら、変質 ない しは解体 過程ではな く、再編過程 と呼ぶのが
相応 しい。
付論は、 これ まで仁井田陞氏や重 田徳氏 によって解釈 が試み られた清律の 「奴脾 殴家長」条
に追加され た乾 隆五三年条例 につ き、筆者 自身の解釈 を示 した もので ある。すなわ ち当該条例
は清代 にお ける佃客 の身分上昇 を示す(仁 井 田)と か、短工 が支配 的な雇傭形態 になった こと
を示す(重 田)と 解釈 されて きた ので あったが、先学 の理解 は条例 の句読 と読解 に誤 りが あ り、
そ うした解釈 は史料 的根 拠 を持たな い こと、本 条例 はあ らゆ る雇傭 関係 にある労働者 を、 「主
僕 の分」あ る者は雇 工人 として、 「主僕の分」な き者は凡 人 として扱 う という、 明末以来 の雇
工 人身分改修 の帰着点 を示す ものである ことを論 じた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、 「は しがき」、本 論八章、及び 補論一篇 とか らな る。
「は しが き」 では、 本論文は、 中国、宋か ら清 まで の各王朝 におけ る良賎制、及 び、 良民 の
階層分化 によ って生 じた私 的な社会 関係、 即ち身分差が、法制上 どのように位置づ け られてい
たのか、その実情 と理由 との解 明を主要課題 とす る ことを述べ、併せて本論八章の考察成果 を
極 く簡略 に概 述する。
第一章 「宋元 代の奴脾 ・雇傭人 ・佃僕 の身分」は、宋元両王朝下、各種文献 に見出 され る標記
の諸階層 につき、新制定の 「雇傭 人」法、並 びに佃客 法 と関連づけつつ、その法的身分 と階級
的性格 を論究 す る。す なわち、まず、宋 代の 良賎制 に検討 を加 え、漢 唐以来 のそれ は宋 代 に
至って消滅 し、賎 民 として は反逆縁坐 と俘虜 を生因 とする官奴 碑が存在 しただけである ことを
確認 した うえで、所謂奴碑 は、人 身売買や債務 ・質入 れ に充当 されて家内奴隷 的境遇 にあ った
雇傭人 ・佃僕 ・地客 な どと呼ばれ る人 々に対 す る賎称 にほかな らず 、 「雇傭 人」法 は彼 らを対
象 とした ことを明 らかにす る。つ いで、彼 らと佃客 ・佃戸 との関連について克 明の考察 を加え、
一様 に小作農 ではあるものの、来歴 と実態 を異 にした ことに対応 し、前者には「主僕 の分」があ
る と見 な して 「雇傭 人」法が、後者 には 「主佃 の分」 に基づいて佃 客法が適用 された とする。
提示の諸論点 は、 身分 と階級 的性格 とを安 易に等置 してきた従 来の方法 と理解 とに、抜本的な
反省 と修 正を迫 まるもので あ り、本章は本論文 の柱軸 をなす。
第 二章 「宋元代 の佃客身分」は、主要な社会構成員 であった小作 人の うち、地 主 と租佃 契約
を結 んだ佃客 の法 的身分 を論究す る。地主 一佃客 間に設 け られ た刑 法上の格差 には、確 かに南
宋にお いて加重 が認 め られ るが、 しか し一部 の犯罪 に限 られ て程度 も極 く些 少に止 ま り、 逆に
元 朝では一般 人相互 間 と同等 に扱かわれた可能性が高 い ことを指摘 し、 時代展 開に伴 う格差拡
大を主張す る通説 を厳 しく斥 ける。ついで、佃僕 と対 比 しつつ緻 密の論述 を重ね て前章 の結論
に再確認 を与 え、また、学界懸案の 「移転の 自由」に関 して も、人身に債務 を負 う 「主僕 の分」
ある佃僕が債務 の清算 な しには許 されなか った のに対 して、 「主佃 の分」 ある佃客の場合 は 自
由であった と結論す る。
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第三章 「中国史 にお ける恩 と身分」では、前二章 の考察 を踏 まえ、雇主 一佃僕 、地主 一佃客
という私 的な社会関係 に、王朝が法的身分差 を設定 した観念的根拠の解明を課題 とする。す な
わ ち、家族 ・親族間 におけ ると軌 を一に して、佃僕・佃客 は主人 ・主家 と恩義 の関係 にある と認
識 され、 のみな らず、恩 義の深浅が量 刑 に際す る判断基準で あった ことを論証 し、家族 ・親族
間 を律す る恩義関係が拡大 ・援用 され、佃僕 ・佃客が、 かかる恩義関係 を中核 的基礎 とす る同
心 円上 に配置されていた身分的法理構造 を抽出 して、頭 初課題 の解答 とす る。そ してそ の上で、
良民相互間の私 的従属 関係 を否定 し、それ 故に良民間に法的格差 を設けなか った唐及び 明 と対
比 させて、社 会の実態 に即応 して秩序 の構成 を期 した宋朝特有 の支配理念 と歴史 的独 自性 とを
浮 き離 りに している。
第四章 「宋代 の雑人 ・雑戸 の身分」は、従来、賎 民 と理解 され てきた標記階層 に再検討 を試 み
る。雑 多な職業 に従事す るこれ ら人 々は社会 的に賎視 されて はいたが賎民な どで はな く、該時
期 にお ける良賎 制の消滅が 四民以外 の人 々を賎業従事者 として浮上 させ、時人 に賎民 と して記
録 させた にす ぎない と、明晰に論定す る。 中で も、 「雑戸」は官妓 を指称 して いた ことを明 ら
かに し、そ の生因や解放手続 き等 に加え る論述は、克 明に して 生彩 に富む。
第五章 「宋代 の士人身分」は、視点 を移 し、北宋末 一南宋期 に成立 した官僚身分 を有たな い
「士 人」層の法的身分の解明 を試み る。北宋 中期以降 に推 し進め られた科挙制の整備 と学校制
度 の挙士機関か ら取士機関へ の転換が、挙人 と生員 とを主体 とす る 「士人」 層の形成 をもた ら
し、 と同時 に彼 らは、刑法 と役法 との上で特権 を保証 されて、官僚 身分 を有する士大夫 につ い
で庶民の上 に立つ身分階層 として確 定されていた ことを明 らか にし、 あわせて彼 ら士人層の地
方政界並びに地域社 会におけるプ ラス とマイナス両面 にわた る諸活動 を活 写す る。
第六章 「唐宋間身分編成原理 の転 換」 は、 第四章 までの実証研 究の成果 に基 づ き、 中国史上
の一大転換点、唐宋変革につき、 身分制の視 坐か ら総括的な理論把握 を試みる。すなわち、 ま
ず 論者は、唐代 良賎 制を特 色づ ける賎 民「部 曲」に対す る規定 の特 異 さ(「解 放後 も旧主 人の も
とにとどまる 旧私奴碑」)に着 目して、その意味す ると ころを考究 し、 「皇帝 と直接 的な関係に
位置するのが良民、 良民を介 して間接 的な関係 にあるのは賎 民」 とする唐 王朝 の支配理念 なる
もの を抽出 し、 部曲身分 は、かか る支配 理念か ら演繹 的 に設定された国家身分 にほかな らない
と論定す る。 ついで、対照 的に宋 は、担税戸確保 の必 要上、現 実に適合 した秩 序構成 を支配 理
念 とした ことか ら、 良民間相互 の支配 一隷属 関係 を許容 した ことが、部 曲をはじめ とす る各種
私賎 民が、法 身分 上、消滅す るに至 った理 由である と指摘 した上で、唐代の部曲 と対比 して、宋
以 後 の法律 に示 され る雇傭(工)人 は、 「実 際の私 的支配隷属 関係 に即 して 帰納 的 に定立 され
た身分」 である との興 味深 い性格づ けを与 えて いる。唐律 の明記 に も拘 らず、部 曲の社会 的存
在 を容 易には確認で きな い という疑 問に説得 的な解答 を与えた意義 もさる ことなが ら、 とりわ
け、支配理念な る視点は斬新で あ り、唐宋変革期理解 に特段 の深化 をもた らす と ともに、新 た
なる学 的課題 を数多 く提起 した、注 目の一章で ある。
宋にお いて否定 された奴嫁制は、元で復活 し、明つ いで清代 に継承 され る。第七章 「明代 の奴
碑 ・義子孫 ・雇工人」は、明朝奴碑制 に関わ る諸論点 にっ き、主 と して王朝側 の対応 に視点 を
定 めて考察す る。 当初、私奴碑の保有は、有爵 の元勲だ けに限 られて いたのが、 中期以降、官
僚、 さ らには有力庶民層の間 にも義子、義孫等の名 目で無期的労役 に服す る私的隷属民 一事実
上の私奴碑 一の保有が一般化 した こと、 しか し明王朝 はそれ ら隷属者 を奴碑 とは見な さず、宋
代 の 「雇傭 人」法 を修訂 した 「雇工人」律 をもって対処す るものの、 同律が雇傭労働者 を対象
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として制定 されていただけに十全 に対応す る ことができず、 種々の混乱 を出来 していた こと、
その法制的解決は続 く清代 にもち こされた ことを、豊富 の実例 をもって論述す る。極度 の錯雑
さか ら未着手 のままに残 されて きた難題 に、研究史 上、初 めて挑んだ労作 の一章で ある。
第八章 「明末清初期、奴脾 ・雇工人身分の再編 と特質」は、前章 を承 け、 明末清初期 に繰 り返
え された 「雇工人」 律 と奴碑規定 の改変 を検討 し、民 間にお いて保有が一般化 した私的隷属 民
に対す る王朝側 の位 置づけの模索過程 を跡 づけ、清朝雍正5年(1727)には、 いくつか の条件
を付 しつつ も、 人身売買や質入れ による奴碑保有が公認 され て、奴碑制 の新たな る再編成 を見
た こと、対応 して、乾 隆53年(1788)、雇 工人 とは 「主僕 の分」あるものと一義的規定 を見 るに
至 った ことを明 らか に し、その上で、 これ ら一連 の改訂 の史 的意義 に関 しては、出身 ・実態 と
も多様 な私的隷属民 をその実際に即 して整序 し、細分規定 して行 く技術的次元の作業に止 まる
ことを指摘、強調 し、奴女卑の身分上昇=奴 隷制 の解体過程 と評価す る定説 の不 当な ることを力
説す る。 なお、付論 「乾隆五三 年条例 の解釈 をめ ぐって」は、上記定説な るものは標記条例の
誤読 に基づ くことを詳説する。
以上 の如 く、本論文は、論者独 自の唐代 良賎 制理解 を一方の基点 に据えつつ、 良民層内の分
化が進展 した宋王朝か ら清 王朝 までを対 象に、 多様な呼称を もって登場する諸階層 それぞれ に
つ き、そ の具体的内容 と実態 とを明 らか に しつつ も、 あ くまで も基本の視 角は法 身分 の何如に
見定めて、考 究 した もので ある。そ の考察 は高度 の実証性 と緻 密の論理性 に貫かれて お り、 引
用の史料すべてに対 して周到 の 日本語訳 を付 して論拠 の明確化 を期 して いる ことも貴重 な工夫
として一言 してお く必要が あろう。
もとよ り、論者 自身も指摘 し、 あるいは示唆 しているように、法 身分 の十全な る理解 には、
各時代、 とりわけ支配層 の身分観や身分意識 の解 明が不可欠 となされ るし、論者 によって提示
され た 「王朝 の支配理念」 にっ いて も形成の契機 は何で あったのか、奴脾制 の元で の復活 と清
朝 での再編成 には支配 民族モ ンゴル族、 ジュルチ ン族 の影響、佃戸 の移転 の 自由に関 して も同
じ佃戸 層でも階層分化が見 られ る事実 を想起す ると一概 に自由 と断 じ得 るのか等 々、 さ らに考
察 さるべき大小 さまざまな問題が 山積 して いるが、 しか しそれ らは、論者 の考察 をまって初 め
て見 えて きた新課題 にほかな らず、 本論文 は、研 究史上、 中国身分法史な る新分野 を拓 いた画
期 的業績 と評 して も決 して過褒の辞 とはな され まい。斯学 の深化 と発展 に寄与す るところ、多
大 なるものが ある。
よって、本論文 の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと
認め られ る。
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